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【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年8月5日(2010.8.5)

【公表番号】特表2009-541548(P2009-541548A)
【公表日】平成21年11月26日(2009.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-047
【出願番号】特願2009-517118(P2009-517118)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  61/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/05     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/42     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  61/12    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  29/28    １００Ａ
   Ｈ０１Ｌ  29/28    ２５０Ｇ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １３７　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月21日(2010.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式：
【化８８】

〔式中、
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ及びｆは、０～２００、特に０、１、２又は３であり；
　Ａｒ１及びＡｒ１′は、互いに独立して、下記式：
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【化８９】

の基であり、
　Ａｒ２、Ａｒ２′、Ａｒ３、Ａｒ３′、Ａｒ４及びＡｒ４′は、互いに独立して、下記
式：

【化９０】

の基であり、
　ｐは、可能であれば、０、１、２、３又は４を表し、
　Ｒ１及びＲ２は、同一又は異なっていてもよく、水素、場合によりＥで置換されていて
もよい及び／若しくはＤで中断されていてもよい、Ｃ１～Ｃ２５アルキル基、アルケニル
基、アルキニル基、Ｃ１～Ｃ４アルキルで１～３回置換されていることができるアリル基
；Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ１～Ｃ８チオアルコキシ若しくはＣ１～Ｃ８アルコキシで１～
３回置換されていることができるシクロアルキル基；又はＣ１～Ｃ４アルキル、ハロゲン
、ニトロ若しくはシアノで１～３回置換されていることができるフェニルにより１若しく
は２回縮合されていることができるシクロアルキル基；シクロアルケニル基；ケトン若し
くはアルデヒド基、エステル基、カルバモイル基、シリル基、シロキサニル基、Ａｒ１０

又は－ＣＲ５Ｒ６－（ＣＨ２）ｇ－Ａｒ１０から選択され、ここで 
　Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素、フッ素、シアノ、又はフッ素、塩素若しくは
臭素で置換されていることができるＣ１～Ｃ４アルキル、又はＣ１～Ｃ４アルキルで１～
３回置換されていることができるフェニルを表し、
　Ａｒ１０は、場合よりＧで置換されていてもよい、アリール又はヘテロアリール、特に
Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ１～Ｃ８チオアルコキシ及び／若しくはＣ１～Ｃ８アルコキシで
１～３回置換されていることができるフェニル又は１－若しくは２－ナフチルを表し、ｇ
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は、０、１、２、３又は４を表し、
　Ｒ３は、１つの基の内で同一又は異なっていてもよく、場合によりＥで置換されていて
もよい及び／若しくはＤで中断されていてもよいＣ１～Ｃ２５アルキル、場合によりＧで
置換されていてもよいＣ６～Ｃ２４アリール、場合によりＧで置換されていてもよいＣ２

～Ｃ２０ヘテロアリール、場合によりＥで置換されていてもよい及び／若しくはＤで中断
されていてもよいＣ１～Ｃ１８アルコキシ、アラルキルのａｒ（＝アリール）が場合によ
りＧで置換されていてもよいＣ７～Ｃ２５アラルキル、又は－ＣＯ－Ｒ２８から選択され
るか、或いは互いに隣接する２つ以上の基Ｒ３は、環を形成し；
　Ｒ４、Ｒ４′、Ｒ７及びＲ７′は、互いに独立して、水素、場合によりＥで置換されて
いてもよい及び／若しくはＤで中断されていてもよいＣ１～Ｃ２５アルキル、場合により
Ｇで置換されていてもよいＣ６～Ｃ２４アリール、場合によりＧで置換されていてもよい
Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、場合によりＥで置換されていてもよい及び／若しくはＤで
中断されていてもよいＣ１～Ｃ１８アルコキシ、アラルキルのａｒ（＝アリール）が場合
によりＧで置換されていてもよいＣ７～Ｃ２５アラルキル、又は－ＣＯ－Ｒ２８を表すか
、或いはＲ４及びＲ４′は、環を形成し；
　Ｄは、－ＣＯ－；－ＣＯＯ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；－ＳＯ２－；－Ｏ－；－ＮＲ２５－
；－ＣＲ２３＝ＣＲ２４－；又は－Ｃ≡Ｃ－であり；
　Ｅは、－ＯＲ２９；－ＳＲ２９；－ＮＲ２５Ｒ２６；－ＣＯＲ２８；－ＣＯＯＲ２７；
－ＣＯＮＲ２５Ｒ２６；－ＣＮ；又はハロゲンであり、Ｇは、Ｅ、Ｄで中断されていても
よいＣ１～Ｃ１８アルキル、又はＥで置換されている及び／若しくはＤで中断されている
Ｃ１～Ｃ１８アルコキシであり、ここで 
　Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２５及びＲ２６は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；
Ｃ１～Ｃ１８アルキル若しくはＣ１～Ｃ１８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８ア
リール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；又は－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであ
り；
　Ｒ２７及びＲ２８は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アル
キル若しくはＣ１～Ｃ１８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ

１８アルキル；又は－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｒ２９は、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル若しくはＣ１～Ｃ１８ア
ルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；又は－Ｏ－で
中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｒ１０９及びＲ１１０は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換され
ている及び／若しくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール
、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置換さ
れているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニ
ル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されている及び／若しくはＤで中断されているＣ

１～Ｃ１８アルコキシ、又はＣ７～Ｃ２５アラルキルであるか、或いは
　Ｒ１０９及びＲ１１０は、一緒になって、式：＝ＣＲ１００Ｒ１０１の基を形成し、こ
こで、
　Ｒ１００及びＲ１０１は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換され
ている及び／若しくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール
、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、又はＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、又はＧ
で置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリールであるか、或いは
　Ｒ１０９及びＲ１１０は、一緒になって、場合によりＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換
されている及び／若しくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリ
ール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置
換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アル
キニル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されている及び／若しくはＤで中断されてい
るＣ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキル又は－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１８で置換さ
れていることができる、５員又は６員環を形成し、
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　Ｒ１１１は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２５アルキル基、Ｃ４～Ｃ１８シクロアルキル基、互いに近
接していない１個以上の炭素原子を－Ｏ－、－Ｓ－若しくは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－に代える
ことができる及び／又は１個以上の水素原子をＦに代えることができるＣ１～Ｃ２５アル
コキシ基、Ｃ６～Ｃ２４アリール基、又は１個以上の炭素原子をＯ、Ｓ若しくはＮに代え
ることができる及び／又は１つ以上の非芳香族基Ｒ１１１で置換することができるＣ６～
Ｃ２４アリールオキシ基であり；
　ｍは、それぞれの場合に同一又は異なっていることができ、０、１、２又は３、特に０
、１又は２、とりわけ０又は１であり；
　Ｘ１は、水素原子又はシアノ基であるが、
　但し、Ａｒ１及びＡｒ１′が下記式：
【化９３】

の基である場合、ａ及びｄは０ではない〕
で示される（反復）単位を含むポリマー。
【請求項２】
　Ｒ１及びＲ２が、互いに独立して、水素、場合により１個以上の酸素原子で中断されて
いることができるＣ１～Ｃ２５アルキル、Ｃ１～Ｃ８アルキル及び／若しくはＣ１～Ｃ８

アルコキシで１～３回置換されていることができるＣ５～Ｃ１２シクロアルキル、特にシ
クロヘキシル、又はＣ１～Ｃ４アルキル、ハロゲン、ニトロ若しくはシアノで１～３回置
換されていることができるフェニルにより、Ｃ１～Ｃ８アルキル及び／若しくはＣ１～Ｃ

８アルコキシで１～３回置換されていることができるフェニル又は１－若しくは２－ナフ
チルにより、１又は２回縮合されていることができるＣ５～Ｃ１２シクロアルキル、特に
シクロヘキシル、又は－ＣＲ５Ｒ６－（ＣＨ２）ｇ－Ａｒ１０から選択され、ここで、Ｒ
５及びＲ６が、水素を表し、Ａｒ１０が、Ｃ１～Ｃ８アルキル及び／若しくはＣ１～Ｃ８

アルコキシで１～３回置換されていることができるフェニル又は１－若しくは２－ナフチ
ルを表し、そしてｇが、０又は１を表す、請求項１記載のポリマー。
【請求項３】
　ポリマーが、下記式：
【化１１０】

【化１１１】

〔式中、
　Ａは、式Ｉの反復単位であり、
　ｖは、０．９９５～０．００５であり、
　ｗは、０．００５～０．９９５であり、
　－ＣＯＭ１は、下記式：
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【化１１２】

〔式中、Ｒ７及びＲ７´は請求項１で定義されたとおりであり、
　Ｒ４４及びＲ４１は、水素、Ｃ１～Ｃ１８アルキル又はＣ１～Ｃ１８アルコキシであり
、
　Ｒ４５は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル又はＥで置換されている及び／若しくはＤで中断
されているＣ１～Ｃ１８アルキル、特に－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルで
あり、
　Ｄ及びＥは、請求項１で定義されたとおりである〕の反復単位から選ばれ、
　－ＣＯＭ２は、下記式：
【化１１３】

〔式中、Ｒ１１６及びＲ１１７は、互いに独立して、Ｈ、場合によりＯで中断されている
ことができるＣ１～Ｃ１８アルキル、又は場合によりＯで中断されていることができるＣ

１～Ｃ１８アルコキシであり、
　Ｒ１１９及びＲ１２０は、互いに独立して、Ｈ、場合によりＯで中断されていることが
できるＣ１～Ｃ１８アルキルであるか、或いは
　Ｒ１１９及びＲ１２０は、一緒になって、式：＝ＣＲ１００Ｒ１０１の基を形成し、こ
こで、
　Ｒ１００及びＲ１０１は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1～Ｃ12アルキルであるか、或いは
　Ｒ１１９及びＲ１２０は、一緒になって、場合によりＣ1～Ｃ１８アルキルで置換され
ていることができる５員又は６員環を形成する〕の基である〕
の反復単位を含むコポリマーである請求項１記載のポリマー。
【請求項４】
　ポリマーが、下記式：
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【化１１４】

〔式中、
　Ａ、ＣＯＭ１及びＣＯＭ２は、請求項３で定義されたとおりであり、
　ｏは、１であり、
　ｐは、０又は１であり、
　ｑは、０．００５～１であり、
　ｒは、０又は１であり、
　ｓは、０又は１であり、
　ｔは、０．９９５～０である〕
のコポリマーである請求項３記載のポリマー。
【請求項５】
　Ａｒ１及びＡｒ１′が同一であり、下記式：

【化９５】

の基であり、
　Ａｒ２、Ａｒ２′、Ａｒ３、Ａｒ３′、Ａｒ４及びＡｒ４′が、互いに独立して、下記
式：

【化９６】

〔式中、ｐは、０、１又は２を表し、Ｒ３は、１つの基の内で同一又は異なっていてもよ
く、場合によりＥで置換されていてもよい及び／若しくはＤで中断されていてもよいＣ１

～Ｃ２５アルキル、又は場合によりＥで置換されていてもよい及び／若しくはＤで中断さ
れていてもよいＣ１～Ｃ１８アルコキシから選択され；
　Ｒ４は、場合によりＥで置換されていてもよい及び／若しくはＤで中断されていてもよ
いＣ６～Ｃ２５アルキル、場合によりＧで置換されていてもよい、フェニル、ナフチル若
しくはビフェニリルのようなＣ６～Ｃ１４アリール、場合によりＥで置換されていてもよ
い及び／若しくはＤで中断されていてもよいＣ１～Ｃ２５アルコキシ、又はａｒが場合に
よりＧで置換されていてもよいＣ７～Ｃ１５アラルキルであり、
　Ｄは、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、－Ｏ－、－ＮＲ２５－
であり、ここでＲ２５は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソ－プロピル、ｎ－ブチル
、イソブチル又はsec－ブチルのようなＣ１～Ｃ１２アルキルであり、
　Ｅは、－ＯＲ２９；－ＳＲ２９；－ＮＲ２５Ｒ２５；－ＣＯＲ２８；－ＣＯＯＲ２７；
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－ＣＯＮＲ２５Ｒ２５；又は－ＣＮであり；ここでＲ２５、Ｒ２７、Ｒ２８及びＲ２９は
、互いに独立して、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソ－プロピル、ｎ－ブチル、イソ
ブチル、sec－ブチル、ヘキシル、オクチル若しくは２－エチル－ヘキシルのようなＣ１

～Ｃ１２アルキル、又はフェニル、ナフチル若しくはビフェニリルのようなＣ６～Ｃ１４

アリールであり、 
　Ｇは、Ｅと同じ選択肢を有するか、又はメチル、エチル、ｎ－プロピル、イソ－プロピ
ル、ｎ－ブチル、イソブチル、sec－ブチル、ヘキシル、オクチル若しくは２－エチルヘ
キシルのような、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、特にＣ１～Ｃ１２アルキルである〕
で示される基である、請求項１～４いずれか記載のポリマー。
【請求項６】
　下記式：
【化９７】

が、異なっていてもよいが、好ましくは同一であり、下記式：
【化９８】

〔式中、下記：
【化９９】

は、ジケトピロロピロール骨格への結合を示し、Ｒ４は、請求項３で定義されたとおりで
あり、そしてＲ４′は、Ｒ４の意味を有する〕
で示される基である、請求項５記載のポリマー。
【請求項７】
　ポリマーが、下記式：
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【化１００】

〔式中、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、Ｒ１、Ｒ２、Ａｒ１、Ａｒ１′、Ａｒ２、Ａｒ２′、
Ａｒ３、Ａｒ３′、Ａｒ４及びＡｒ４′は、請求項１で定義されたとおりであり、
　ｈは、１であり、そして 
　Ａｒ５は、下記式：

【化１０１】

の基であり、
　ここでＲ７及びＲ７′は請求項１で定義されたとおりである〕
で示される反復単位を含むか、或いは
　ポリマーが、下記式：
【化１０２】

〔式中、第１反復単位は、請求項１記載の反復単位であり、
　分岐単位は、２つを超える架橋部位を有する単位であり、そして、
　ｑ及びｔは整数である〕
で示される構造を有する、請求項１～６のいずれか１項記載のポリマー。
【請求項８】
　下記式：
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【化１０３】
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〔式中、
　Ｒ１及びＲ２は、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ２５アルキルであり、
　Ｒ３及びＲ３′は、互いに独立して、場合により１個以上の酸素原子で中断されていて
もよいＣ６～Ｃ２５アルキルであり、
　Ｒ４及びＲ４′は、互いに独立して、場合により１個以上の酸素原子で中断されていて
もよいＣ６～Ｃ２５アルキルであり、そして 
　Ｒ７及びＲ７′は、互いに独立して、場合により１個以上の酸素原子で中断されていて
もよいＣ６～Ｃ２５アルキルである〕
で示される反復単位を含む、請求項１～７のいずれか１項記載のポリマー。
【請求項９】
　請求項１記載のポリマーを含む半導体デバイス、特に、ダイオード、フォトダイオード
、有機電界効果トランジスタ及び／若しくは太陽電池、又はダイオード及び／若しくはフ
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ォトダイオード及び／若しくは有機電界効果トランジスタ及び／若しくは太陽電池を含む
デバイス。
【請求項１０】
　半導体デバイスが、この順番で下記：
　（ａ）陰極（電極）、
　（ｂ）アルカリハロゲン化物、特にフッ化リチウムのような任意の遷移層、
　（ｃ）光活性層、
　（ｄ）任意の平滑層、
　（ｅ）陽極（電極）、
　（ｆ）基板、
〔光活性層は、請求項１記載のポリマーを含む〕
を含む太陽電池（有機光起電性デバイス）である、請求項９記載の半導体デバイス。
【請求項１１】
　半導体デバイスが、
　基板に配置された複数の導電性ゲート電極と；
　前記導電性ゲート電極に配置されたゲート絶縁体層と；
　それぞれの前記セットがそれぞれの前記ゲート電極と一直線になるように、前記絶縁体
層に配置された導電性ソース及びドレイン電極の複数のセットと；
　前記ゲート電極を実質的に覆う前記絶縁体層におけるソースとドレインの電極の間のチ
ャンネルに配置された有機半導体層とを含み、
　前記有機半導体層が、請求項１記載のポリマー又は請求項１記載のポリマーを含有する
混合物を含む 
薄膜トランジスタデバイスである、請求項９記載の半導体デバイス。
【請求項１２】
　有機半導体デバイスを調製する方法であって、有機溶媒中の請求項１記載のポリマーの
溶液及び／又は分散体を、適切な基板に適用すること及び溶媒を除去することを含む方法
。
【請求項１３】
　下記式：
【化１０４】

〔式中、
　Ｂ及びＣは、互いに独立して、場合により縮合されている芳香族又は芳香族複素環であ
り、
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　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、Ｒ１、Ｒ２、Ａｒ１、Ａｒ１′、Ａｒ２、Ａｒ２′、Ａｒ３

、Ａｒ３′、Ａｒ４及びＡｒ４′は、請求項１で定義されたとおりであり、そしてＸは、
ＺｎＸ１２、－ＳｎＲ２０７Ｒ２０８Ｒ２０９であり、ここでＲ２０７、Ｒ２０８及びＲ
２０９は、同一又は異なり、Ｈ又はＣ１～Ｃ６アルキルであり、２つのラジカルは、場合
により共通の環を形成し、これらのラジカルは、場合により分岐鎖又は非分岐鎖であり、
Ｘ１２は、ハロゲン原子、とりわけＩ若しくはＢｒ；又は－ＯＳ（Ｏ）２ＣＦ３、－ＯＳ
（Ｏ）２－アリールであり、特に、下記：
【化１０５】

－ＯＳ（Ｏ）２ＣＨ３、－Ｂ（ＯＨ）２、－Ｂ（ＯＹ１）２、下記：

【化１０６】

－ＢＦ４Ｎ又は－ＢＦ４Ｋであり、ここで、Ｙ１は、それぞれの場合に独立して、Ｃ１～
Ｃ１０アルキル基であり、そしてＹ２は、それぞれの場合に独立して、Ｃ２～Ｃ１０アル
キレン基であり、例えば、－ＣＹ３Ｙ４－ＣＹ５Ｙ６－又は－ＣＹ７Ｙ８－ＣＹ９Ｙ１０

－ＣＹ１１Ｙ１２－であり、ここで、Ｙ３、Ｙ４、Ｙ５、Ｙ６、Ｙ７、Ｙ８、Ｙ９、Ｙ１

０、Ｙ１１及びＹ１２は、互いに独立して、水素又はＣ１～Ｃ１０アルキル基であり、特
に－Ｃ（ＣＨ３）２Ｃ（ＣＨ３）２－又は－Ｃ（ＣＨ３）２ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）２－であ
るが、
　但し、Ａｒ１及びＡｒ１′が下記式：
【化１０９】

の基である場合、ａ及びｄは０ではない〕
で示されるモノマー。
【請求項１４】
　電荷転送、半導体、導電性、光伝導性、発光材料、表面改質材料、電池の電極材、アラ
インメント層として、又はＯＦＥＴ、ＩＣ、ＴＦＴ、ディスプレイ、ＲＦＩＴＤタグ、エ
レクトロ－若しくはフォトルミネセンスデバイス、ディスプレイのバックライト、光起電
性若しくはセンサデバイス、電荷注入層、ショットキーダイオード、メモリデバイス（例
えば、ＦｅＦＥＴ）、平坦化層、帯電防止剤、伝導性基板若しくはパターン、光伝導体、
若しくは電子写真用途（記録）における、請求項１～７のいずれか１項記載のポリマーの
使用。
【請求項１５】
　下記式：

【化１１５】
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〔式中、Ａ、ＣＯＭ１及びＣＯＭ２は、請求項３で定義されているとおりである〕のポリ
マーの調整方法であって、
　前記調整方法は、二ハロゲン化物、例えば二臭化物又は二塩化物、特に下記式：
【化１１６】

に対応する二臭化物のような二ハロゲン化物を、下記式：
【化１１７】

〔式中、
Ｘ１１は、それぞれの場合に独立して、－Ｂ（ＯＨ）２、－Ｂ（ＯＹ１）２、又は下記：
【化１１８】

〔式中、Ｙ１は、それぞれの場合に独立して、Ｃ１～Ｃ１０アルキル基であり、そしてＹ
２は、それぞれの場合に独立して、Ｃ２～Ｃ１０アルキレン基であり、例えば、－ＣＹ３

Ｙ４－ＣＹ５Ｙ６－又は－ＣＹ７Ｙ８－ＣＹ９Ｙ１０－ＣＹ１１Ｙ１２－であり、ここで
、Ｙ３、Ｙ４、Ｙ５、Ｙ６、Ｙ７、Ｙ８、Ｙ９、Ｙ１０、Ｙ１１及びＹ１２は、互いに独
立して、水素又はＣ１～Ｃ１０アルキル基であり、特に－Ｃ（ＣＨ３）２Ｃ（ＣＨ３）２

－又は－Ｃ（ＣＨ３）２ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）２－である〕
で示される等モル量のジボロン酸又はジボロネートと、Ｐｄ及びトリフェニルホスフィン
の触媒作用下で反応させる調整方法。
【請求項１６】
　下記式Ｘ－Ａ－Ｘで表されるモノマーであって、
　Ａは、下記式：
【化１１９】

の基であり、
　Ｘは、ハロゲン、特に、Ｂｒであり、
　下記式：
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【化１２０】

は、異なっていてもよいが、好ましくは同一であり、
　下記式：

【化１２１】

〔式中、下記：
【化１２２】

は、ジケトピロロピロール骨格への結合を示し、Ｒ４は、請求項５で定義されたとおりで
あり、そしてＲ４′は、Ｒ４の意味を有し、Ｒ１とＲ２は請求項１で定義された通りであ
る〕
で示される基であるモノマー。
【請求項１７】
　Ａが、下記式：
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【化１２３】
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〔式中、
　Ｒ１及びＲ２は、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ２５アルキルであり、
　Ｒ４は、互いに独立して、場合により１個以上の酸素原子で中断されていてもよいＣ６

～Ｃ２５アルキルである〕
である請求項１６記載のモノマー。
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